
『主体的・対話的で深い学び』に向けた
道徳科の授業づくりと評価

〜道徳教育推進教師を中⼼とした道徳教育の取組を通して〜
⽂部科学省 初等中等教育局 教育課程課

教科調査官 飯塚 秀彦

令和元年度道徳教育パワーアップフォーラム

2本日の内容

１ 道徳教育の必要性
２ 道徳教育の要としての道徳科
⑴ 指導計画の充実
⑵ 各教科等の特質に応じた道徳教育

３ 道徳科の授業と評価
⑴ 道徳教育の目標とその構造
⑵ 道徳科の授業
⑶ 道徳科の評価

3１ 道徳教育の必要性

平成28年12月21日
中央教育審議会
「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別
⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅
策等について(答申)」
平成29年３月31日
小学校，中学校学習指導要領改訂
→小学校，令和２年度から全⾯実施
→中学校，令和３年度から全⾯実施

平成30年３月30日
高等学校学習指導要領改訂
→令和４年度〜年次進⾏で実施

4１ 道徳教育の必要性

本答申は，2030年の社会と，そして更にそ
の先の豊かな未来において，一人一人の子
供たちが，⾃分の価値を認識すると
ともに，相手の価値を尊重し，多様
な人々と協働しながら様々な社会的
変化を乗り越え，よりよい人生とよ
りよい社会を築いていくために，教
育課程を通じて初等中等教育が果たすべき役割
を示すことを意図している。
中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について(答申)」

(平成28年12月21日)

5１ 道徳教育の必要性

これからの時代においては，社会を構成する
主体である⼀⼈⼀⼈が，高い倫理観をもち，⼈
間としての生き⽅や社会の在り⽅について，
多様な価値観の存在を認識しつつ，
⾃ら考え，他者と対話し協働しなが
ら，よりよい⽅向を模索し続けるた
めに必要な資質・能⼒を備えることが求められ
ている。⼦供たちのこうした資質・能⼒を育成
するために，道徳教育はますます重要になって
いると考えられる。
中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について(答申)」

(平成28年12月21日)

6１ 道徳教育の必要性

考え，議論する⼒
主体的・対話的で

深い学び



7１ 道徳教育の必要性

2019年１月１日
〜６月31日(181日)

Ｑ︓上記期間中，日本経済新聞
にＡＩが含まれる記事は何
件あったか︖(電⼦版含む)

３,０３２件

8１ 道徳教育の必要性

AI…膨大なデータから最適
解を導き出す。

人間に必要なのは
最適解か︖

9１ 道徳教育の必要性

Aさんの
人生観
世界観
価値観

Bさんの
人生観
世界観
価値観

考え，議論する
プロセスを通じて

納得解の⼀つのイメージ
10１ 道徳教育の必要性 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別⽀援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について(答申)」(平成28年12月21日)

11１ 道徳教育の必要性

Ａさんの選択

Ｂさんの選択

12１ 道徳教育の必要性

人間としての
在り⽅

自分自身に固有な選択基準ないし判断基準，
つまり，⼈生観，世界観ないし価値観



13１ 道徳教育の必要性

これからの時代においては，社会を構成する
主体である⼀⼈⼀⼈が，高い倫理観をもち，⼈
間としての生き⽅や社会の在り⽅について，
多様な価値観の存在を認識しつつ，
⾃ら考え，他者と対話し協働しなが
ら，よりよい⽅向を模索し続けるた
めに必要な資質・能⼒を備えることが求められ
ている。⼦供たちのこうした資質・能⼒を育成
するために，道徳教育はますます重要になって
いると考えられる。
中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について(答申)」

(平成28年12月21日)

14本日の内容

１ 道徳教育の必要性
２ 道徳教育の要としての道徳科
⑴ 指導計画の充実
⑵ 各教科等の特質に応じた道徳教育

３ 道徳科の授業と評価
⑴ 道徳教育の目標とその構造
⑵ 道徳科の授業
⑶ 道徳科の評価

２ 道徳教育の要としての道徳科

教科化されたのだから、
道徳教育は道徳科の授業で
すればいいんでしょ︖

15 ２ 道徳教育の要としての道徳科 16

２ 道徳教育の要としての道徳科

第１章 総則
第１ 中学校教育の基本と教育課程の役割
２の(2)
学校における道徳教育は、特別の教科

である道徳(以下「道徳科」という。)を
要として学校の教育活動全体を通じて⾏
うものであり、道徳科はもとより、各教
科、総合的な学習の時間及び特別活動の
それぞれの特質に応じて、生徒の発達の
段階を考慮して、適切な指導を⾏うこと。

17 ２ 道徳教育の要としての道徳科

各教科

総合的な学習
の時間 特別活動

生徒会活動
学級活動
学校⾏事

道徳科
補充・深化・統合

18



２ 道徳教育の要としての道徳科

『中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 特別の教科 道徳編』
第４章第３節の「２ 道徳科の特質を生かした計画的・発展的指導」

これまで目標に示していた各
教科等との密接な関連及び補充，
深化，統合に関する事項を，指
導の配慮事項に移⾏し，分かり
やすい記述に改めた。

19 ２ 道徳教育の要としての道徳科

道徳科は，各教科，総合的な学習の時間及び
特別活動など学校の教育活動全体を通じて⾏わ
れる道徳教育の要としての役割を担っている。
すなわち，各教科等で⾏う道徳教育としては取
り扱う機会が十分でない内容項目に関わる指導
を補うことや，生徒や学校の実態等を踏まえて
指導をより一層深めること，内容項目の相互の
関連を捉え直したり発展させたりするなどの役
割を担っているのである。

『中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 特別の教科 道徳編』
第４章第３節の「２ 道徳科の特質を生かした計画的・発展的指導」

20

２ 道徳教育の要としての道徳科

学校におけるすべての教育
活動には、道徳的価値が含
まれている。

教育基本法
第１条 教育の目的は人格の完成を

目指し、…

だけど・・・

21 ２ 道徳教育の要としての道徳科

含まれる道徳的価値が

・断片的
・表面的
・一過性
・⾒ているが

⾒えていない

→つなげる
→深める
→繰り返す

→⾒える化，共有化

22

２ 道徳教育の要としての道徳科

全体計画
別葉

年間指導計画
道徳教育の充実に欠かせない

必須アイテム

23 ２ 道徳教育の要としての道徳科

第１章 総則
第６ 道徳教育に関する配慮事項
１ 各学校においては，第１の２の⑵に示す道徳教育
の目標を踏まえ，道徳教育の全体計画を作成し，校
⻑の⽅針の下に，道徳教育の推進を主に担当する教
師を中⼼に，全教師が協⼒して道徳教育を展開する
こと。なお，道徳教育の全体計画の作成に当たって
は，生徒や学校，地域の実態を考慮して，学校の道
徳教育の重点目標を設定するとともに，道徳科の指
導⽅針，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容と
の関連を踏まえた各教科，総合的な学習の時間及び
特別活動における指導の内容及び時期並びに家庭や
地域社会との連携の⽅法を示すこと。

24



２ 道徳教育の要としての道徳科

法　令　・　施　策　等

　　県立学校教育指導の重点
　　群馬県人権教育充実指針

　 　　　　　　　　　道 徳 教 育 の 重 点 目 標

学　校　教　育　目　標

ｱ.玉村高校生としてふさわしい生活習慣を身に付け、節度と調和のある生
活をするとともに、自主的・自立的に行動できる。
ｲ.周りを大切にできる心を養う。
ｳ.命の尊さを理解し、かけがえのない命を大切にする。
ｴ.集団の一員としての自覚を深め、協力し合って集団の向上に努める。
ｵ.社会の奉仕の気持ちとボランティア活動の積極的参加を図る。

   総合的又は、探究的な学習を通し
て、自ら課題を見つけ、考え、主体
的に判断し、問題を解決する資質や
能力を育成する。
  探究活動を通じて、主体的、創造
的、協同的に取り組む態度を育て、
自己の在り方や生き方を考えさせ
る。

　　日本国憲法、教育基本法
　　学校教育法、教育関係法規
　　学習指導要領

総合的な探究・学習の時間指導方針

　知性と品位を磨き、心身ともにたくましく、他人の痛みがわかる人材を育成する。

　○校訓　誠実：純粋な心でまじめに努力
　　　　　　 勇気：強い意志に支えられた実行力
           　 奉仕：感謝と思いやりの行為

　 ホームルーム活動を通して
様々な課題を見いだし、課題の
解決に向けて前向きに話し合
いを行う力を養う。合意形成を
図って決まったことに対して協
力して実践したり、意思決定し
たことを努力して実践したりでき
る生徒を育成する。

   異年齢の生徒同士で協力し
て生徒会活動に自主的、実践
的に取り組むことを通して、より
よい人間関係が形成できる生
徒を育成する。

  よりよい学校生活を築くため
の体験的な活動を通して、集団
への所属感や連帯感を深め、
公共の精神を養い、共生社会
の一員としての資自覚を持たせ
る。

生
徒
会
活
動

   道徳教育の目標は、学校の教育活動全体を通じて、また各教科・科目、総合的
な学習の時間及び特別活動の指導を通じ、実践的な態度を養う。
 
  ｱ.人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培う。
　ｲ.豊かな心をはぐくむ。
　ｳ.伝統と文化を尊重と我が国と郷土を愛し、個性豊かな文化の創造を図る。
　ｴ.公共の精神を尊び民主的な社会及び国家の発展に努める人間を育成する。
　ｵ.他国を尊重し、国際社会の平和と発展や環境保全に貢献する人材を育成す
る。
  ｶ.未来を拓く主体性のある日本人を育成する。
  ｷ.道徳性を養う。

   読解や発表等の言語活動を通し
て、相手の立場に立って物事を捉
えたり、互いの考えを尊重したりす
る態度を養う。

   我が国及び世界の歴史的過程と
生活・文化の地域的特色について
理解を深め、伝統と文化の尊重と
我が国の郷土を愛し、社会的貢献
ができる基礎を養う。

数
　
学

学
校
行
事

平成３１年度道徳教育全体計画

３年

   挨拶や着こなしなど基本的な生活習
慣が確立していない家庭や子供の思
いを受け止めるゆとりが不十分な家庭
がある。

２年

ｱ.中堅学年として自主的･自立的に行動するとともに、玉村高校生としてふ
さわしいマナー、態度を身につける。
ｲ.周りを大切にできる学校生活を送り、思いやりの心を持って生活する。
ｳ.他者への思いやりを大切にし、協力して相互に高め合う道徳的心情を養
う。

国
　
語

家庭・地域の願い

各学年の道徳教育重点目標

生徒の実態・課題

   社会生活に必要な基礎的な知識
と技能などを理解し、自己の生き方
と社会とのかかわりについての自
覚を育て現代社会の諸問題を主体
的に考え、表現する態度を育てる。

地
歴
公
民

家庭や地元・玉村町、また学校評議
員等との適切な交流の場や機会を
通して、学校教育目標を達成するた
めの道徳教育への理解を深める。

   生徒が事象を数学的に考察し、
筋道を立てて考え、表現する能力
を高め道徳的判断力の育成をはか
り、また数学的論拠に基づいて判
断する態度を育てる。

   自然と人間とのかかわりについ
て理解を深め、生命を尊重し自然
環境の保全に寄与する態度を養
う。また、目的意識をもって観察、
実験を行い、科学的に探究する能
力と自然観を養う。

特別活動における指導方針

学
級
活
動

各教科の指導方針

家
　
庭

    家族・家庭の意義を理解させ、
主体的に生活を創造する能力を育
てることにより、家族への敬愛の念
を深めさせ家族や地域社会の一員
としての自覚を深める。

学校や地域の実態・課題

   自己の在り方生き方及び社会との
かかわりについての自覚がやや弱く、
相手の立場や考えを尊重したコミュニ
ケーション力が不十分な生徒もいる。

   学習の力を基礎に、ボランティア活
動などを通じて自主的精神を磨き、地
域及び社会の一員として主体的に行
動できる生徒になって欲しい。

   運動の実践では、技能の習得と
ともに、ルールやマナーを大切に
し、フェアプレイの精神を身につけ
チームに貢献する態度を養う。ま
た、運動を通じて、粘り強くやり遂
げる態度を養う。

   芸術の幅広い活動を通じて、芸
術を愛好する心情を育て、美しいも
のや崇高なものを尊重する態度を
養う。また、芸術文化についての理
解を深め、豊かな情操を養う。

１年

芸
　
術

情
　
報

   情報に関する科学的な見方や考
え方を理解するとともに、社会の中
で情報及び情報技術が果たしてい
る役割や影響を理解し、情報社会
に参画する態度を養う。

人権教育と道徳教育の連携

学　級　経　営

   さまざまな人権教育の学習を通じて、「気づき」・「学び合い」、「振りかえり」と
いった参加体験型学習の手法を取り入れ、知識の理解だけでなく、生徒の人権
感覚を養うと共に、道徳的心情の育成と道徳的実践力の向上を図る。

外
国
語

　外国語を通じて人間との関わりを
築き、互いの立場や考えを尊重し
ながら、伝え合う力やコミュニケー
ションを図ろうとする積極的な態度
を養う。

　・教師と生徒、生徒相互のよりよい人間関係の充実
　・学習環境の整備
　・人権教育、総合的な探究・学習の時間、学校設定教科等との関連づけた指導
を展開

教
養
表
現

 　各教科、総合的な探究・学習の時間、及び学校設定教科等における道徳教育と密接な
関連を図りながら、計画的、発展的な指導によってこれを補充、深化、統合し、道徳的価値
の自覚及び自己の生き方についての考え方をより深め、道徳的実践力を育成する。

○年間指導計画を作成する際の視点
　 年間指導計画を作成する際に、年間授業時数の確保、主題の設定と配列、 計画的、発
展的指導、内容の重点的指導、各教科等、体験活動との関連的指導、複数時間の関連を
図った指導計画を作成する。

○群馬県人権教育充実指針の活用
　　  ｱ.組織・計画に関すること　　　　　ｲ.生徒の指導支援に関すること
　　　ｳ.教職員の研修に関すること　　  ｴ.保護者の啓発、地域及び関係機関との連携

○他の協力的指導
　   分掌や各教科・各学年、及び各種委員会と連携し、道徳的活動を検討する。

ｱ.玉村高校で学んだことをもとに、課題解決にむけ最後まで粘り強く考える
ことの大切さを理解する。
ｲ.基本的生活習慣を確立し、規則正しい生活を営むことで、社会参加や進
路選択力を身に付ける意欲・態度を養う。
ｳ.社会生活に必要な知識と技能を磨き、心身ともにたくましく、他人の痛み
がわかる人になる。

理
　
科

家庭・地域社会との連携

特色ある教育活動や体験活動 保
健
体
育

　「ぐんまチャレンジ・ハイスクール」
の三つの柱である「基礎基本の充
実」・「コミュニケーション力の育成」・
「進路選択力の育成」の充実を図る
とともに、社会に通用する道徳性を
涵養する。

道徳教育の指導方針

25 ２ 道徳教育の要としての道徳科

付箋には、他の教育活動と
道徳の授業を関連付けて指
導するために、意図的に指
導すべきことや⾔葉がけ等
のコメントが記されている。

縦軸に授業の配列、
横軸に各教科等の
内容を示す。

秋⽥市⽴広⾯小学校

26

27本日の内容

１ 道徳教育の必要性
２ 道徳教育の要としての道徳科
⑴ 指導計画の充実
⑵ 各教科等の特質に応じた道徳教育

３ 道徳科の授業と評価
⑴ 道徳教育の目標とその構造
⑵ 道徳科の授業
⑶ 道徳科の評価

２ 道徳教育の要としての道徳科

平成20年告示学習指導要領解説 道徳編
各教科等の指導を通じて生徒の道徳性を養うための視点とし

て，以下の３点を挙げることができる。
⑴ 道徳教育と各教科等の目標，内容及び教材とのかかわり
⑵ 学習活動や学習態度への配慮
⑶ 教師の態度や⾏動による感化

平成30年告示学習指導要領解説 総則編
各教科等の指導を通じて生徒の道徳性を養うためには，教師

の⽤いる⾔葉や生徒への接し⽅，授業に望む姿勢や熱意といっ
た教師の態度や⾏動による感化とともに，次のような視点が挙
げられる。
ア 道徳教育と各教科等の目標，内容及び教材とのかかわり
イ 学習活動や学習態度への配慮

➣各教科の特質を生かす
28

２ 道徳教育の要としての道徳科 29 ２ 道徳教育の要としての道徳科

算数科の事例(第５学年「分数のかけ算とわり算」)
１／４÷３の計算の仕⽅を図などを用いて説明することができるようにす

る。

Ｓ１︓分⼦の数で割りきれないから，分⺟の４に３をかけて，１／12と答
えを出しました。(既習事項で，除数を分⺟にかけ計算する)

Ｓ２︓なぜ，分⺟に３をかけるの︖
Ｓ３︓分⼦が割りきれないからです。
Ｔ ︓なぜ，分⼦が割り切れないときは，分⺟にかけるの︖

→図を用いて考えてみよう︕
Ｓ４︓⾊を塗った部分が１／４なので，

この部分を３等分しました。
Ｓ２︓まだ，ちょっと困った顔
Ｔ ︓12ってどこが12なのか，隣の友だ

ちと確認してごらん。
Ｓ２︓１，２，３，あっそうか︕

30



２ 道徳教育の要としての道徳科

⼦供の困っていることを皆で話合いな
がら解決することは内容項目Ｂ「友情，
信頼」に資することになる。そして，学
級の皆が分からないことを分かるまで追
求していくことはＡ「真理の探究」に大
きく関わることになる。このような算数
の学習指導は道徳教育にあふれている。

31 32本日の内容

１ 道徳教育の必要性
２ 道徳教育の要としての道徳科
⑴ 指導計画の充実
⑵ 各教科等の特質に応じた道徳教育

３ 道徳科の授業と評価
⑴ 道徳教育の目標とその構造
⑵ 道徳科の授業
⑶ 道徳科の評価

33３ 道徳科の授業と評価

➢道徳教育の目標
道徳教育は，教育基本法及び学校教育

法に定められた教育の根本精神に基づき，
⼈間としての生き⽅を考え，主体的な判
断の下に⾏動し，自⽴した⼈間として他
者と共によりよく生きるための基盤とな
る道徳性を養うことを目標とすること。

３ 道徳科の授業と評価

第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳
教育の目標に基づき，よりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を養うため，道徳
的諸価値についての理解を基に，自⼰を
⾒つめ，物事を広い視野から多⾯的・多
角的に考え，⼈間としての生き⽅につい
ての考えを深める学習を通して，道徳的
な判断⼒，⼼情，実践意欲と態度を育て
る。

➣道徳科の目標
34

３ 道徳科の授業と評価

第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳
教育の目標に基づき，よりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を養うため，道徳
的諸価値についての理解を基に，自⼰を
⾒つめ，物事を広い視野から多⾯的・多
角的に考え，⼈間としての生き⽅につい
ての考えを深める学習を通して，道徳的
な判断⼒，⼼情，実践意欲と態度を育て
る。

➣道徳科の目標
35 ３ 道徳科の授業と評価

第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳
教育の目標に基づき，よりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を養うため，道徳
的諸価値についての理解を基に，⾃⼰を
⾒つめ，物事を広い視野から多面的・多
角的に考え，人間としての生き⽅につい
ての考えを深める学習を通して，道徳的
な判断⼒，⼼情，実践意欲と態度を育て
る。

➣道徳科の目標
36



３ 道徳科の授業と評価

道徳的諸価値についての理解を基に，⾃
⼰を⾒つめ，物事を広い視野から多面
的・多角的に考え，人間としての生き⽅
についての考えを深める

道徳科における「深い学び」
の鍵となる「⾒⽅・考え⽅」
中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について(答申)」

(平成28年12月21日)

37 ３ 道徳科の授業と評価

「⾒⽅・考え⽅」
各教科等を学ぶ本質的な意義の中核

をなすものとして、教科等の教育と社
会をつなぐものである。子供たちが学
習や人生において「⾒⽅・考え⽅」を
⾃在に働かせられるようにすること
中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について(答申)」

(平成28年12月21日)

38

３ 道徳科の授業と評価

道徳的諸価値についての理解を基に，⾃
⼰を⾒つめ，物事を広い視野から多面
的・多角的に考え，人間としての生き⽅
についての考えを深める
子供たちが学習や人生において
「⾒⽅・考え⽅」を⾃在に働かせられ
るようにすること

学習状況
道徳性に係る成⻑の様⼦

39 ３ 道徳科の授業と評価 中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別⽀援学校の学習指導
要領等の改善及び必要な⽅策等について(答申)」(平成28年12月21日)

40

３ 道徳科の授業と評価

道徳性を養う

道徳的な判断⼒，⼼情
道徳的実践意欲と態度

道徳的諸価値についての理解を基に，
⾃⼰を⾒つめ，物事を広い視野から多面
的・多角的に考え，人間としての生き⽅
についての考えを深める

ねらい

道徳性に係る成⻑の様子

41

学習状況の評価

42本日の内容

１ 道徳教育の必要性
２ 道徳教育の要としての道徳科
⑴ 指導計画の充実
⑵ 各教科等の特質に応じた道徳教育

３ 道徳科の授業と評価
⑴ 道徳教育の目標とその構造
⑵ 道徳科の授業
⑶ 道徳科の評価



43３ 道徳科の授業と評価

なぜ，教科化︖
→「量的確保」

…歴史的経緯に影響され，いまだに道徳教
育そのものを忌避しがちな風潮があるこ
と，他教科等に比べて軽んじられている
こと

→「質的転換」
…読み物の登場⼈物の⼼情理解のみに偏っ
た形式的な指導が⾏われる例があること

⾃由な発想で豊かな実践を︕

44３ 道徳科の授業と評価

45３ 道徳科の授業と評価

⑴ 道徳的諸価値についての理解
よりよく生きるために必要とされるもの
⼈間としての在り⽅や生き⽅の礎となるもの

■将来，様々な問題場⾯に出会った際に，その状況に応じて
自⼰の生き⽅を考え，主体的な判断に基づいて道徳的実践
を⾏うためには，道徳的価値の意義及びその大切さの理解
が必要になる。

■学校教育では，これらのうち発達の段階を考慮して，児童生徒⼀
⼈⼀⼈が道徳的価値観を形成する上で必要なものを内容項目とし
て取り上げている。

46３ 道徳科の授業と評価

Ａ２ 節度、節制

望ましい生活習慣
を身に付け、⼼身の
健康の増進を図り、
節度を守り節制に⼼
掛け、安全で調和の
ある生活をすること。

Ａ２ 節度、節制

望ましい生活習慣を
身に付ける

⼼身の健康の増進を
図る

節度を守り節制に⼼
掛ける

安全で調和のある生
活をする

47３ 道徳科の授業と評価

⑴ 道徳的諸価値についての理解

様々な体験,道徳科の教材
＋

他者との対話
◎⾃⼰との関わりを問
い直す

複数の道徳的価値の中か
ら，どの価値を優先する
のかの判断を迫られる
◎⼼の揺れや選択した
結果

中学生は，道徳的価値について，ある程度の
理解は有している。

道徳的諸価値についての深い理解

48３ 道徳科の授業と評価

⑴ 道徳的諸価値についての理解
このようなことを通して，道徳的諸価値が⼈間とし

てのよさを表すものであることに気付き，⼈間尊重の
精神と生命に対する畏敬の念に根ざした自⼰理解や他
者理解，⼈間理解，自然理解へとつながっていくよう
にすることが求められる。

指導の際には，特定の道徳的価値を絶対的なものと
して指導したり，本来実感を伴って理解すべき道徳的
価値のよさや⼤切さを観念的に理解させたりする学習
に終始することのないように配慮することが大切であ
る。



49３ 道徳科の授業と評価

⑵ 自⼰を⾒つめる

■ これまでの⾃分の経験やそのときの感じ
⽅，考え⽅と照らし合わせながら，更に考
えを深め，⾃分なりに発展させる
→将来に対する希望がもてるように

■ 道徳的価値の理解を図るには，児童生徒⼀
⼈⼀⼈がこれらの理解を⾃分との関わりで捉
えることが重要
■ ⼈間としてよりよく生きる上で大切な道徳
的価値を⾃分のこととして感じたり考えたり
することが大切

50３ 道徳科の授業と評価

⑶ 多⾯的・多角的に考える

■ 物事を多⾯的・多角的に考える指
導のためには

物事を⼀⾯的に捉えるのではなく，児童自
らが道徳的価値の理解を基に考え，様々な視
点から物事を理解し，主体的に学習に取り組
むようにすることが大切

小学校では

51３ 道徳科の授業と評価

⑶ 多⾯的・多角的に考える

■ 物事を広い視野から多⾯的・多角
的に考える指導のためには

諸事象の背景にある道徳的価値の多面性に
着目させ，様々な角度から総合的に考察する
ことの大切さや，いかに生きるかについて主
体的に考えることの大切さに気付かせること
が肝要

中学校では

52３ 道徳科の授業と評価

⑷ 自⼰の生き⽅について考える
小学校では

■ 児童が道徳的価値に関わる事象を自分自身の問題として
受け止められるようにする。

■ 他者の多様な感じ⽅や考え⽅に触れることで身近な集団
の中で自分の特徴などを知り，伸ばしたい自⼰を深く⾒
つめられるようにする。

■ それとともに，これからの生き⽅の課題を考え，それを
自⼰の生き⽅として実現していこうとする思いや願いを
深めることができるようにする。

53３ 道徳科の授業と評価

⑷ ⼈間としての
生き⽅について考える

■ ⼈間にとっての最大の関⼼は，⼈生の意味をどこに求め，
いかによりよく生きるかということにあり，道徳はこの
ことに直接関わるものである。

■ ⼈間は，自ら生きる意味や自⼰の存在価値に関わること
については，全⼈格をかけて取り組む。

■ ⼈間についての深い理解と，これを鏡として⾏為の主体
としての自⼰を深く⾒つめることを接点に，生き⽅につ
いての深い自覚が生まれていく。

中学校では
54本日の内容

１ 道徳教育の必要性
２ 道徳教育の要としての道徳科
⑴ 指導計画の充実
⑵ 各教科等の特質に応じた道徳教育

３ 道徳科の授業と評価
⑴ 道徳教育の目標とその構造
⑵ 道徳科の授業
⑶ 道徳科の評価



３ 道徳科の授業と評価 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別⽀援学校の学習指導
要領等の改善及び必要な⽅策等について(答申)」(平成28年12月21日)

55 56３ 道徳科の授業と評価

道徳科の評価の基本的態度
道徳科は，道徳教育の目標に基づき，各教科，（外国語活

動），総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育と
密接な関連を図りながら，計画的，発展的な指導によって道
徳性を養うことがねらいである。

道徳性とは，⼈間としてよりよく生きようとする⼈格的特
性であり道徳的判断⼒，道徳的⼼情，道徳的実践意欲及び態
度を諸様相とする内⾯的資質である。このような道徳性が養
われたか否かは，容易に判断できるものではない。

しかし，道徳性を養うことを学習活動として⾏う道徳科の
指導では，その学習状況や成⻑の様子を適切に把握し，評価
することが求められる。

57３ 道徳科の授業と評価

このような評価の⻑所と短所
Ａさんは、教材で学びながら自分を振り返り、

今後に生かそうとしています。「〇〇〇〇」では、
お互いに分かり合うために必要なことについて考
え、自分の考えを伝えるだけでなく、相手のよい
ところも認め、どちらも生かしていくことが大切
であることに気付いていました。

保護者にとって子
どもの学習状況がイ
メージしやすい。

過程の評価ではな
く、一つの授業の評
価であり、成⻑の様
子が感じ取れない。

58３ 道徳科の授業と評価

このような評価の⻑所と短所

道徳の教材で学びながら、登場⼈物に自分を
置き換えて生活を振り返ったり、友達の考えを
聞いて、⼀つのことを様々な⾒⽅で捉えたりし
て、今後のよりよい生き⽅について考えを深め
られるようになりました。

継続的な授業によ
り、子供の成⻑の様
子が⾒られる。

どの子供にも当て
はまるような、特徴
が⾒えにくい評価。

59３ 道徳科の授業と評価

教 師 児童生徒
教師が指導の目標

や計画，指導⽅法の
改善・充実に取り組
むための資料

⾃らの成⻑を実感
し意欲の向上につな
げていくもの

指導に生かされ，児童生徒の成⻑につ
ながる評価でなくてはならない

指導と評価の一体化

60３ 道徳科の授業と評価

・道徳的価値についての理解を自分自身
との関わりの中で深めているかどうか

・⼀⾯的な⾒⽅から多⾯的・多角的な⾒
⽅へと発展させているかどうか

・児童生徒を認め，励まし，勇気づける
記述⇒その児童生徒の評価

➣評価の視点


